
「巴会関西支部だより」平成 28 年度活動報告 

巴会関西支部長 M45 掛田健二 

 

 (1) 平成 28 年度「関西支部総会・懇親会」  参加者 28 名 

 平成 28 年 7 月９日(土) 15：00～19：00 に京都木屋町筋「がんこ高瀬川二条苑」（元明治元勲 山県有朋の別邸）

で開催。今回は外人にも人気の高い二条苑の素晴らしい日本庭園・調度品・和食の鑑賞を兼ねて、総会を開催。学

内報告、H27 年度行事・決算、H28 年度予定・予算案を提案し、異議なく承認された。母校学生活動支援金の贈呈

が滞っていた件は、今年度に一括して寄贈することで了解された。懇親会に移り、料理とセットになった舞子コー

スで京料理膳と日本酒・ビールを楽しみながら、なり立ての 15 歳の舞子さんと記念写真（孫と祖父？）。H26 年卒

を筆頭に S50 年卒以降のメンバー６名も参加、徐々に若返りの風を感じている。 
 

（２）第 5 回海外同窓会：ミャンマー（ヤンゴン・チャティーヨー・バガン）  

 10 月 8～12 日に、タイ航空 関空発バンコク経由ヤンゴンまで４+１時間の飛行。入国ビザが必要。参加者 11 名

（関西 8 名、名古屋 2 名、家族 1 名）。ツアーガイドはヤンゴン大学卒業生で農学博士、本業は企業設立コンサルタ

ントと NPO 活動、1 年に 2 ヶ月は仏門で修業。ガイドの制服は白シャツとロンジン（腰巻）にスリッパ。スーチー

国家顧問による社会科改革は速度が遅く、将来計画を聞くと「ミャンマー人に明日はない、あるのは今日だけ」と

ニヒルな答え。ヤンゴン市は英国統治時代の都市計画そのままで交通網が未発達ゆえ、朝夕のラッシュはものすご

い。政治の中心がネピドーに移ったためヤンゴン中心街に利用空間が広がり、再開発可能。ゴールデンロックで有

名なチャティーヨーへは双発機で行き、日産ディーゼルのトラックバスで屈曲山道を猛スピードで飛ばされた。世

界遺産の古代寺院群バガンは 5 階建て以上の建物は禁止。最近の地震で近年補修した部分が倒壊、古い部分は無事

とか。竹中工務店ヤンゴン支店長から現地事情を拝聴。発展の可能性が大きいが、軍政時代の学制崩壊の立て直し

が急務、ODA の工場団地・港建設が進展し、日本企業の進出が盛んなど、参考になった。 
 

（３）平成 28 年度名古屋工業会大阪支部総会(担当 巴会）     参加者 80 名 

 11 月 19 日（土） 15 時～19 時、大阪肥後橋 北京料理「徐園」で開催。来賓は M42 水嶋工業会理事長、内藤

常務理事、F52 鵜飼名工大学長。J62 犬塚信博教授・副学長から「名工大の教育改革と６年一貫創造工学教育課程」

と題した講演があり、文科省が要求するグローバル大学・大学院に対応した母校の現状と目指す姿を紹介された。

今年が 6 年一貫教育コース初年度であり、学生だけでなく教員も相互研修で教育・研究の質を高める努を紹介。OB

から積極的な質疑がなされた。理事長・学長から OB との連携・名古屋工業大学基金への支援の要請があった。 

 総会では C44 木越支部長の司会の元、H28 年度活動報告・決算・監査報告、H29 年度活動計画・予算案の提案・

承認がなされた。役員改選があり、支部長は 5 年間務めた C44 木越氏から A46 岡崎氏に交代が承認された。副支部

長 3 名中 2 名が退任。新執行部は大半が新顔となり、各人は抱負を述べた。 

 懇親会に移り、M28 三宅先輩（名工大 1 期生）の乾杯の音頭で開始。昨年と同様に大阪大学ベリーダンスサーク

ルによる素敵なダンス演舞が華を添えた。総会に先立ち、大阪中之島地区歴史的建造物・公共建造物見学会が行わ

れ、中央公会堂、東洋陶器美術館、大阪市役所、日銀大阪支店などの外見を見つつ、A46 岡崎氏の解説を受けた。 
 

（４）懇親ゴルフコンペ 

・平成 28 年 9 月 17 日（土）大津カントリークラブ 東コース。参加 11 名。優勝 M43 石榑氏。 

・平成 29 年 3 月 25 日（土）レークフォレストリゾート バード･スプリングコース。 
 

（５）平成 29 年「第１０回新年懇話会」 参加者 15 名 

 平成 29 年 1 月 28 日（土） 11：00 から「箕面温泉 スパーガーデン」で、春を思わせる陽射しのもとで開催。

「美人の湯・美肌の湯」の広々とした天然温泉で温まったのち、大阪平野を一望できる部屋で懇親会を開始。M45

掛田氏から「昔のナンバ歩きで全国を歩く」と題し、古今東西の種々歩き方の解説とウォーキングの楽しさについ

て話題提供。初参加の MH09 腰山氏を含め近況報告しつつ、お酒と食事を楽しんだ。食事後に希望者で、箕面大滝

までの坂道を散策して解散した。 
 

（６）名工大フォーミュラーカークラブへの奨学寄附金 50 万円は、12 月 13 日に名工大の口座に振込み。学長名で

の感謝状を受領した。 


